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酒田駅周辺整備事業 駅前公共施設に関する市民アンケート調査報告書（概要） 

１ 駅前公共施設に関する市民アンケート調査の実施概要 

(1) アンケート調査の目的 

酒田駅前の旧ジャスコ跡地を中心とした区域で、交流・にぎわいの創出を図るために計画されている

複合施設に入る公共施設「酒田コミュニケーションポート」（仮称）について、多くの市民から利用して

いただける魅力ある施設整備を図るための基礎資料とするため実施した。 

 

(2) アンケート調査の実施状況 

①実施期間     平成 28年８月１日（月）～８月 22日（月） 

②実施手法      ・市内在住の中学生以上無作為抽出 2,000人アンケート用紙を郵送 

・市内公共施設 11箇所にアンケート用紙を備付 

・市のホームページにアンケート用紙を掲載 

③回収サンプル数  869件（男性 361、女性 507、無回答 1） 

２ 結果と分析 

(1) 読書に関する状況について 

①読書の重要度 

  「とても重要」「重要」合わせて 53.9％と５割 

を超えた。 

とても重要

16.6%

重要

37.3%

あまり重要

でない
35.0%

重要でない

9.3%

無回答

1.8%

読書の重要度

 

②読書量 

  「ほとんど読まない」が 25.2％と４分の１を超

える一方、月に２冊以上読む人も 35.7％おり、読

書量には、ばらつきが見られる。 

月に5冊

以上
12.8%

月に2～4

冊
22.9%

月に1冊

16.9%
2～3か月

に１冊
10.8%

半年に1冊

10.4%

ほとんど

読まない
25.2%

無回答

1.0%

読書量

③本を読む場所 

  「自宅」が圧倒的に多く、次いで「学校・

職場」「図書館」の順であった。「その他」

では、病院（診察の待ち時間）という回答

が複数あった。 

661

105 103
60 36 16 31 21 31

自
宅

学
校
・
職
場

図
書
館

書
店

飲
食
店

公
園
な
ど
屋
外

公
共
交
通
機
関

そ
の
他

無
回
答

本を読む場所

④本を読む環境 

  「静かで集中できる環境」が最も多く、

「待ち時間や休憩中」「音楽を聴いたり、

ＢＧＭが流れている環境」が続いた。「そ

の他」では、寝る前、自宅居間、美容院

等であった。 

（単位：件） 

481

136

48 49

209

32 42

静
か
で
集
中
で
き
る
環
境

音
楽
を
聴
い
た
り
、BG

M
等

が
流
れ
て
い
る
環
境

飲
食
を
し
な
が
ら

移
動
中
（
電
車
、
バ
ス
等
）

待
ち
時
間
や
休
憩
中

そ
の
他

無
回
答

本を読む環境

（単位：件） 

(2) 現在の中央図書館（児童図書室を含む）について 

①図書館の利用頻度 

「利用したことが無い」が 45.7％に上った。次い 

で「年に数回」が 30.4％となり、図書館利用経験が全体的

に少ない。 

「月に２～３回」以上利用する図書館の定期的利用層は、

15.7％であった。 

ほとんど毎日

0.2%
週に２～３回

2.1%

週に１回

3.7%

月に２～３回

9.7%

月に１回

7.7%年に数回

30.4%

利用したこと

が無い
45.7%

無回答

0.6%

図書館の利用頻度

 ②図書館の利用目的 

「図書を借りるため」が最も多く、「館内での図書、新聞等を閲

覧するため」と合わせて、資料の利用を目的とするものが全体的に

多くある一方、「気分転換、リフレッシュするため」も多く、特に

目的が無くても気軽に行ける場所という捉えられ方もしているこ

とが伺われる。 

331

154

12 20

59

111

19 28 27

68

161

12 6

図
書
を
借
り
る
た
め

館
内
で
の
図
書
、
新
聞
等
を
閲

覧
す
る
た
め

D

V

D
・
C

D
の
視
聴
の
た

め

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

た
め

資
料
を
利
用
し
て
調
査
研
究
す

る
た
め

宿
題
、
勉
強
を
す
る
た
め

仕
事
を
す
る
た
め

調
べ
物
の
相
談
の
た
め

講
座
や
行
事
（
読
み
聞
か
せ
等
）

に
参
加
す
る
た
め

子
ど
も
等
の
付
添
い
の
た
め

気
分
転
換
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
た
め

そ
の
他

無
回
答
（
質
問
1

2
で
利
用
し

た
こ
と
が
無
い
人
を
除
く
）

図書館の利用目的

（単位：件） 

H28.10/企画振興部都市デザイン課作成 
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③図書館を利用しない理由 

「本は購入して読んでいる」が最も多く、次いで「本をあまり読まない」「忙しくて行く暇

がない」となっている。「自宅や学校、勤務先から遠い」「場所や利用の仕組みが分からない」

も多かった。「その他」では、目が悪い、ライフスタイルにマッチしない、などがあった。 

④図書館で充実してほしいもの 

「居心地の良い空間」が最も多く、次いで「書籍、雑誌の充実」「交通の利便性・駐車場の

充実」「インターネットや Wi‐Fi環境の充実」「書籍、雑誌、資料等の探しやすさ」「利用し

やすい開館日・開館時間」が続いている。「その他」では、DVDや視聴覚コーナーの充実、電

子書籍、自習室や学習スペース等の充実、などがあった。 

②開館時間・閉館時間 

開館時間は、「午前９時頃」が最も多く、「午前８時頃」「午前７時頃」にも一定の回答があった。 

閉館時間については、「午後９時頃」が最も多く、「午後８時頃」が続いた。 

「その他」では、午後 10時、午後 11時、24時間開館、という回答も複数あった。 

(3) 酒田コミュニケーションポート（仮称）について 

①ライブラリーセンターで何ができれば良いか 

「目的がなくても気軽に立ち寄れる」が最も多かった。次いで「くつろぎながら読書ができる」

「飲食ができる」「仕事、学校帰りに気軽に立ち寄れる」と続いており、「静かな部屋で調査や自習

ができる」「長い時間、滞在できる」「子ども連れでも気軽に立ち寄れる」にも一定の回答があり、

多様な使われ方が求められていると想定できる。「その他」では、夜間も利用できる、という意見が

複数あった。 

81
92

17 16
34

169

69

132

51
34 29

123

32

4

場
所
や
利
用
の
仕
組
み
が

わ
か
ら
な
い

自
宅
や
学
校
、
勤
務
先
か

ら
遠
い

別
の
図
書
館
（
学
校
図
書

館
含
む
）
で
満
足
で
あ
る

行
く
た
め
の
交
通
手
段
が

な
い

開
館
日
や
開
館
時
間
に
都

合
が
つ
か
な
い

本
は
購
入
し
て
読
ん
で
い

る

貸
出
や
返
却
の
手
続
き
が

面
倒
で
あ
る

本
を
あ
ま
り
読
ま
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子

書
籍
で
十
分
で
あ
る

雰
囲
気
が
苦
手
で
あ
る

利
用
し
た
い
図
書
・
サ
ー

ビ
ス
が
無
い

忙
し
く
て
行
く
暇
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

図書館を利用しない理由

396

450

117

211 223

27

91

36 44

115

182

270

34 40 47

書
籍
、
雑
誌
等
の
充
実

居
心
地
の
良
い
空
間

図
書
貸
出
等
の
手
続
き
の
利
便

性

書
籍
、
雑
誌
、
資
料
等
の
探
し
や

す
さ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
やW

i-Fi

環
境
の

充
実

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
充
実

子
ど
も
・テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
向

け
の
書
籍
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

地
元
産
業
・
郷
土
資
料
展
示
コ
ー

ナ
ー

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
利
用
し
や

す
さ

利
用
し
や
す
い
開
館
日
・
開
館
時

間

交
通
の
利
便
性
・駐
車
場
の
充
実

専
門
的
な
職
員
に
よ
る
対
応

そ
の
他

無
回
答

図書館で充実してほしいもの

96

258
211

142

91

148
186

429

286

205

273

21 28 30

電
子
書
籍
等
の
電
子
情
報

に
気
軽
に
触
れ
ら
れ
る

仕
事
、
学
校
帰
り
に
気
軽

に
寄
れ
る

静
か
な
部
屋
で
調
査
や
自

習
が
出
来
る

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
が
で

き
る

趣
味
・
仲
間
が
見
つ
け
ら

れ
る

友
人
や
仲
間
と
集
い
、
交

流
が
出
来
る

子
ど
も
連
れ
で
気
軽
に
利

用
で
き
る

目
的
が
な
く
て
も
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
読
書
が

で
き
る

長
い
時
間
、
滞
在
で
き
る

飲
食
が
で
き
る

託
児
が
出
来
る

そ
の
他

無
回
答

ライブラリーセンターで何ができれば良いか

午後5時頃

1.0%

午後6時頃

3.2%

午後7時頃

18.2%

午後8時頃

30.1%

午後9時頃

39.6%

その他

4.1%

無回答

3.7%

閉館時間

（単位：件） 

（単位：件） 

（単位：件） 
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 ③広場で何ができれば良いか 

「休憩ができる」「飲食ができる」「イベントの開催」がほぼ拮抗し多かった。次い

で「待ち合わせや談話ができる」「緑を感じることができる」が多かった。「体を動か

すことができる」にも一定の回答があった。 

「その他」では、子どもを遊ばせることができる、という意見が複数あった。 

 ⑥運営等への参画 

「参画してみたい」が最も多く、「その他」でも、内容による、時間が合えば、という回答が多く

あり、関心は高いことが伺われた。 

⑤観光情報センターのサービス 

「休憩ができる（カフェ等を含む）」が最も多く、「お土産品の充実」が続いている。 

「インターネットや Wi-Fi環境の充実」にも一定の回答があった。 

「その他」では、人材の配置、ガイド機能の充実、レンタカー・レンタル自転車の充実、等の意見 

があった。 

 ④交通手段 

「自動車」が圧倒的に多かった。次いで「自転車」「バス」「徒歩」の順であった。 

参画してみた

い
56.3%

参画しない

29.9%

その他

7.2%
無回答

6.6%

イベントへの参画

380
418

137

33

190

135

33 29

お
土
産
品
の
充
実

休
憩
が
で
き
る
（
カ
フ
ェ
等
を

含
む
）

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の

地
域
情
報
資
料
を
活
用
し
て

の
情
報
発
信

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
機
能
の

充
実

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
やW

i-Fi

環

境
の
充
実

パ
ー
チ
ャ
ル
映
像
等
に
よ
る
歴

史
、
文
化
、
自
然
の
紹
介

そ
の
他

無
回
答

観光情報センターのサービス

（単位：件） 

410

98

193

328

430

361

424

103

27 17

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

本
が
読
め
る

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

る

緑
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る

休
憩
が
で
き
る

待
ち
合
わ
せ
や
談
話
が
で

き
る

飲
食
が
で
き
る

趣
味
仲
間
や
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
で
き
る

そ
の
他

無
回
答

広場で何ができればよいか
（単位：件） 

38

181

100

13

603

5

84

4 16

電
車

自
転
車

バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
動
車

バ
イ
ク

徒
歩

そ
の
他

無
回
答

交通手段
（単位：件） 

イベント企画や施設運営等への参画 
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②中学生、高校生、専門学校生・大学生及び 20 歳代の分析 

＜読書の重要度＞ 

中学生は「とても重要」「重要」が合わせて 73.9％になるが、高校生、専門学校生・大学生（以

下「専門・大学生」という。）になると、「重要」と「あまり重要でない」が拮抗するようになり、

20歳代というくくりでは「あまり重要でない」が４割を超える。 

＜読書量＞ 

特に高校生で、「本をほとんど読まない」という回答割合が中学生より 18ポイントも多くなっ

ている。 

 

中学生から高校生への過程で読書への動機づけを持続させるような取組みが求められるとと

もに、本離れが進んでしまう世代に対し、本だけではない魅力を施設に持たせる必要があると考

えられる。 

 

＜図書館の利用目的＞ 

「宿題、勉強をするため」が高校生で５割を超え、中学生及び専門・大学生でも４割前後と 

なった。一定の学習室の確保が重要であると考える。 

＜図書館を利用しない理由＞ 

中学生及び専門・大学生では「自宅や学校から遠い」が多く、高校生では「本は購入して読ん

でいる」「忙しくて行く暇がない」が多くなった。アクセスの改善を図るとともに、部活動等学

校での活動が忙しいと考えられる高校生には、行ってみたくなる仕掛け、高校生世代が読む本の

分析と収集が必要であると考えられる。 

＜図書館で充実してほしいもの＞ 

中学生及び高校生では「書籍、雑誌等の充実」「居心地の良い空間」「インターネットや Wi-Fi

環境の充実」が上位３つを占め、専門・大学生では「書籍、雑誌等の充実」に代わり「交通の利

便性・駐車場の充実」が上位に入った。20歳代というくくりでも同様の傾向が見られた。 

＜ライブラリーセンターで何ができれば良いか＞ 

「目的がなくても気軽に立ち寄れる」「飲食ができる」が共通して支持があったが、高校生で

は「学校帰りに気軽に寄れる」が５割以上、専門・大学生では「長い時間滞在できる」が６割以

上、「静かな部屋で調査や自習ができる」が４割以上の回答があった。20歳代では、「目的がな

くても気軽に立ち寄れる」に次いで「仕事、学校帰りに気軽に寄れる」が多くなっている。目的

がなくても立ち寄れる気軽さ、居場所があることがこの世代には重要なポイントとなることが伺

われる。 

＜開館時間・閉館時間＞ 

開館時間については、午前９時頃が多かったが、午前８時頃も３割以上の回答があった。 

閉館時間については、中学生は午後８時頃、高校生及び専門・大学生では午後９時頃の支持が

多くなった。20歳代では、午前９時頃開館、午後９時頃閉館が５割以上となった。 

＜広場で何ができれば良いか＞ 

「飲食ができる」「イベントの開催」が共通して支持があった。専門・大学生では「休憩がで

きる」に６割の回答があり、中学生及び高校生には「待ち合わせや談話ができる」に一定の支持

があった。20歳代では「緑を感じることができる」にも４割の支持があった。 

⑦自由意見 

＜駐車場、公共交通＞ 

駐車場に対する意見が、全体を通して最も多かった。移動手段として、自動車利用率が高

い地域であるため、関心の高さが伺われる。その中において駐車料金については、無料化（又

は施設利用者は無料）を望む意見が多かったが、適正な管理運営を望む意見も数件寄せられ

ている。 

また、規模の充実（台数確保）や駐車しやすさを求める意見もあった。自動車を持たない

方の公共交通の充実（既存の路線バスの本数の充実や観光バス等）を望む意見もあった。 

＜多様な世代＞ 

子ども連れでも気軽に行ける、高齢者や障がい者にも優しく、若者が集まれる場が必要、

などの意見はどれも各世代で幅広く望まれるものであった。 

  ＜観光＞ 

観光の視点では、駅前という立地上の特性から、誰にも分かりやすい酒田の案内図の整備、

土産品の充実、酒田の情報発信など、酒田の顔（玄関口、観光起点）として求められる機能

の充実に関する意見が寄せられた。 

  ＜冬期間＞ 

冬場に子どもを連れていく場所、冬を明るくする居心地の良いところを望む、という冬場

の居場所づくりに対するニーズもあった。 

  ＜その他＞ 

駅前整備への否定的な意見も散見された。 

(4) クロス集計による分析 

①図書館を利用したことが無い市民の分析 

＜読書の重要度、図書館を利用しない理由＞ 

読書が「重要でない」「あまり重要でない」という回答、及び本を「ほとんど読まない」

という回答割合が全体より高い。また、図書館を利用しない理由も「本は購入して読んで

いる」「本をあまり読まない」が上位であり、この層は「本の充実」という手段では来館動

機に結び付かないと考えられる。 

   ＜図書館で充実してほしいもの＞ 

「居心地の良い空間」に次いで「交通利便性・駐車場の充実」が多く、交通手段の質問

項目でも「自動車」が７割を超えることから、アクセス環境は大事なポイントと考えられ

る。 

   ＜ライブラリーセンター、広場で何ができれば良いか＞ 

ライブラリーセンターでは、「目的がなくても気軽に利用できる」「飲食ができる」が回

答全体より高い割合となっており、広場については「休憩ができる」「飲食ができる」「イ

ベントの開催」が高い。 

 

本を借りる・読むなどの動機がなくても、くつろげたり、飲食ができたり、イベントに

参加できるなどのきっかけがあれば、利用者になる可能性があると考えられる。運営等へ

の参画も「してみたい」が「しない」を８ポイント近く上回っており、きっかけさえあれ

ば参画する意欲はあると考えられる。 
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④図書館の定期的利用者の分析 

※図書館の定期的利用者＝「月に２～３回」以上利用すると回答した方をいう。 

＜読書の重要度、読書量＞ 

読書を「とても重要」「重要」と考えている人が 87.5％、本を月に２冊以上読む人が 72.1％を占

めている。 

＜図書館の利用目的、図書館で充実してほしいもの＞ 

「図書を借りるため」が 84.6％、図書館で充実してほしいものも「書籍、雑誌等の充実」が

62.5％に上るなど、本や読書に関するニーズが高い層である。 

＜ライブラリーセンターで何ができれば良いか＞ 

「静かな部屋で調査や自習ができる」「くつろぎながら読書ができる」の回答割合が全体よ

り５ポイント強上回るなど、図書館へのニーズは資料の充実、静かな読書環境に集中している

と言える。 

一方で、図書館で充実してほしいもので「居心地の良い読書空間」という回答も６割近くあ

り、ライブラリーセンターで何ができれば良いか、についても「目的がなくても気軽に立ち寄

れる」が「くつろぎながら読書ができる」よりも 10ポイント以上の回答数が多くあり、「仕事、

学校帰りに気軽に寄れる」も一定の支持があった。 

 

 

図書館は、読書に対するニーズの高い層が定期的に利用しており、この層のニーズには一定

程度応えていると考えられるが、居心地の良い空間、目的がなくても気軽に立ち寄れる雰囲気

などは、図書館の定期的利用者からも求められている課題と言える。 

③午後９時頃の閉館希望者の分析 

＜年齢＞ 

10歳代～50歳代で各年代内での支持が最も多くなっている。60歳代では午後８時頃に次

いで２番目、70歳以上では午後７時頃、午後８時頃に次いで３番目に下がる。 

＜職業＞ 

会社員が突出して多く、午後９時頃と回答した人の 37.5％を占め、会社員の中でも 50.8％

が午後９時頃を支持している。 

   ＜図書館の利用頻度＞ 

図書館を「年に数回利用する」「利用したことがない」という人が、回答者の 78.8％を占

めており、時間延長が、あまり利用していない層が来館するきっかけの一つとなり得ると

考えられる。 

＜図書館で充実してほしいもの＞ 

「利用しやすい開館日・開館時間」と回答した人の 51.1％、「インターネットや Wi-Fi

環境の充実」と回答した人の 50.2％が午後９時頃を選択している。 

＜ライブラリーセンターで何ができれば良いか＞ 

「飲食ができる」と回答した人の 46.5％が午後９時頃を選択している。 

 

 

午後９時頃まで開館していれば、利用しやすいと感じる人が多く、そこでインターネッ

トや Wi-Fiが使え、飲食ができれば、さらに利用動機が高まると考えられる。 

 

＜広場で何ができれば良いか、観光情報センターのサービス＞ 

広場については、「飲食ができる」と回答した人の 44.3％が、観光情報センターについて

は、「インターネットや Wi-Fi環境の充実」と回答した人の 48.4％が、午後９時頃までの開

館を選択しており、飲食とインターネット・Wi-Fi環境整備は、ライブラリーとの相乗効果

をもたらすことができると考えられる。 

＜観光情報センターのサービス＞ 

「お土産品の充実」が共通して最も多いが、20歳代というくくりからは「休憩ができる」

が多くなり、30歳代以上でも同様である。若い世代は、お土産の充実に観光の価値を置い

ていることが分かる。 

＜運営等への参画＞ 

中学生で 69.2％、高校生で 61.9％、大学生で 67.2％という高率であった。年代別に見て

も、10歳代は 64.7％で、世代間で最も高くなっている。これらの年代をターゲットにした

仕掛けづくりを、積極的に取り組む必要があると考える。 


